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豊かな感性と科学的センス 
 

富士市若者相談窓口 相談員 福岡直人 
 

窓口で若者と家族の相談支援をしています。みんなからはジークさんと呼ばれています。趣味は、ス

ポーツ・科学・フレンチブルドッグ、そして現場捜査です。 

（以前は、企業向けに NLP・心理学等を使い、問題解決・目標達成の支援と、そのマネジメントをして

いました。専門は人間発達科学です。） 

●社会現象として不都合な不登校・ニート・ひきこもりは増加している。（不都合ではない場合もある）

それは、社会が変容し、地域の繋がりが分断され、多世代の関わりが消滅した事による可能性が高い。

昭和の子供は多学年で遊び、喜怒哀楽を経験し、そこでケンカ・仲裁・仲直りの仕方、交渉や相手への

配慮の仕方、どうしたら上手くいくのか（代理学習を含め）学ぶ機会があった。近所の大人たちも子供

に意見を伝え、そこに学べる機会があった。現在は、ほぼ同学年の関わりしかない。学ぶ機会が劇的に

消滅した。カリキュラム理論で言う隠れたカリキュラムが劣化した。だから、上手くコミュニケーショ

ンできないのが当然。本人も親も学校も独自対応は不可能に近い。でも大丈夫、ゆるく繋がるゴチャ混

ぜの環境に少し変えるだけで変容していく。そこではサポーターの力が欠かせません。 

●脳には偶有性があり、既知の安全安心の領域と未知の危険な挑戦の領域のバランスを取りたがる。（例

えば、子どもは、家で虐待があれば外では安全を求め、家が安全であれば外で挑戦を求める。人が新し

い何かに挑む時は、別に安心の領域を拡大しておく必要がある。）安心領域不足の若者には、先ず安心

領域を拡大できれば、外に向かう力が自然と出て来る。だから、自由で安全な空間（居場所）が必要な

のかもしれません。 

●イラ立つ若者も多い。イラ立ちのイラって何？マスクの穴はコロナウイルスの何倍？1000 円札の野

口は何した人？確かめる人は解るはず。若者にとって、一部を見聞きし鵜呑みにして確かめないで、思

い込みの勘違いや価値観を押し付ける人は、甚だ迷惑。（価値観は、E=mｃ2の様な宇宙の法則ではなく、

個人の経験に基づく思い込みです。）若者の背後にある何か、見えない所に何かが在るのか無いのか見

つめる豊かな感性と科学的センスで、確かめてから判断する人が増えて欲しいと思います。 

●誰もが内側に満たされない何かを抱えている（それを偽物で満たそうとして上手くいかない）相手を

変えてやろうとして反発を招くのではなく、どんな出来事があり、内側で何を感じて、何を考えている

のか、まず解ろうとする心構え・態度で関わりたいと思います。 

●現実を見据えて受け入れ理想を求める、「理想を目指す現実主義」が望ましいと思います。 

豊かな感性と科学的センスを磨き、誰もが本来の目的に向かって生きる事が出来る、そんな社会に近づ

けていきたいと思います。 ※「網掛け」は執筆者が思う、押さえておきたい現状とポイント 
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◇◇◇ 富士市青少年指導委員会から ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

最近ふと思ったこと 

 

広見班 八木 靖 

 

 「おーい八木くん、お前さー補導員やんない？」「やだよー、なんで俺？」 

「昔な補導員に世話になったような奴の方が良いんだよ。まあ飲み会の時だけ参加してく

れりゃあ良いからさ。取り合えずこれに住所と名前を書いてくりょう。」「まあそれなら良

いけど・・・」 

こんなやりとりで、子供が少年野球をやっている時にコーチでお世話になってからの付

き合いの某（山崎）先輩に誘われ、ついうっかりと名前を書いてしまいました。 

しばらくして電話「おい、何で補導に参加しないだ！予定表が郵便受けに入ってたら」 

「すみません、今は中番で仕事中なんですけど。」「おっそうか、じゃあ次は出れるだら」 

あれから 20 と数年、気が付けばとうとう班長にされていました。 

 地区の広見小学校もずいぶんと児童数も減りまして、一時期全校で 1,800 人を超えてい

たマンモス校で、１学年７‐８学級有ったと思います。その児童たちが丘小学校の児童と

合わさっての岳陽中学校でしたので、超マンモス校を極めていました。 

現在の広見小学校は、在校生６００人程でしょうか、丘小学校の方が児童数が多いと聞い

ています。 

青少年指導委員としてのパトロールも変わってきました。地区内の小さな公園での中高生

の喫煙なんて事も目にする事も、耳にする事も無くなりましたし、総合運動公園周辺で白

い上下の服に身を包んだ２０数名の未成年と思しき集団が整列しているところに高級車で

乗りつけた反社会的集団の手下が、いわゆる企業でおこなう朝礼、ミーティングのような

事をしているところにも出くわす事も無くなってからもう随分と経ちます。 

一昨年までは広見地区地域安全推進員が数名いまして、なおかつ広見駐在所が有り駐在所

員（警察官）を含めて合同で情報交換後に夜間パトロールを行っていましたが、駐在所が

交番になり、地域安全推進員も管轄地域の見直しでいなくなりました。 

青少年指導委員広見班の定員は５名ですが、現在３名しかおらず、実際に夜間にパトロー

ルする際はあやしい所、疑わしい？所は、何かあったら対応できないので活動パトロール

を制限して実施しています。次回更新時には定員数を確保出来るようにまちづくり協議会

に要請していきたいと思います。 

通常の街灯パトロール時に人と出くわす事すら珍しい事となっています、ウォーキングや 

犬の散歩中の住人に合う事が有りますが、ほぼ決まったメンバーです。 

ネット社会で子供達も各人タブレット、スマホを持つ中での青少年指導委員の活動も変わ

らなければならない時代が来ているのかもしれません。 
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◇◇◇ ステップスクール・ふじ通信 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

『人生ゲーム』を通して 
 

青少年指導員 山本 美佐枝 

 

今年度から青少年相談センターに所属し、『ステップスクール・ふじ』に通う子供たちと関わ

ることになりました。ここでは学習やスポーツ活動の後に「ふれあいタイム」という時間が設

けられ、カードゲームやボードゲーム、卓球、ビリヤードなどをやって過ごす時間があります。

私も子供たちに混ざっていくつかのゲームをやりましたが、思わず「懐かしい！」と声を上げ

てしまったのが『人生ゲーム』。自分の分身である人形を車に乗せてコマとし、お金を稼ぎなが

らゴールを目指すあのゲームです。シンプルなルールではありますが、ルーレットやコマが立

体的なのでその世界に入り込みやすく、ルーレットを回すドキドキ感や進んだ先にどんな内容

がマスに書かれているかというわくわく感を楽しむことができます。私も小学生の頃、家族や

友達と楽しんだものです。 

ゲームをやっているときの子供たちの様子です。「まずは自動車保険には絶対入っておかな

いと。」とスタートと同時に保険を購入しますが、初めてこのゲームをやる子は「それって何？

必要なもの？」と経験者にその必要性を確認します。[子供が生まれる。みんなからお祝いをも

らう]というマス目に止まると「出産おめでとう。」「ありがとう。」「おつりください。」「えー⁈

お祝い金におつりなんておかしいね。」と笑いながらお祝い金の受け渡しをします。株を購入

出来るマス目に止まると「株を買うと損するときもあるからな。どうしよう。」「お金に余裕が

あればいいよね。」とおもちゃのお金を眺めながら悩みます。このゲームをやっているのは中

学生であって、現実世界の中で誰かに出産祝いのお金を渡すことや株を売買することなんてし

たことないだろうに、こんな会話をしているのがなんだか不思議で面白く見えました。 

そのようにしてマス目に書かれた内容に一喜一憂し、互いのコマに関心を寄せ、時には顏を

寄せ合いながら夢中になってゲームを進めていきます。コマを介することでボード上の‘山あ

り谷ありの人生’に喜怒哀楽を素直に表現し、一人の社会人として周囲の人とコミュニケーシ

ョンをとっている様子はとても自然です。そこには笑顔と笑い声があります。こんな小さなボ

ードゲームが人と人とのつながりをつくるきっかけになっています。そして、いろいろな事情

を抱えて『ステップスクール・ふじ』を利用している子供たちにとって、他愛もなく思えるこ

のひと時は不安や心配を忘れ、穏やかに素の自分でいられる大切な時間にもなっているのでは

ないでしょうか。私自身も年齢や立場など関係なくそれに夢中になっていました。パソコンや

スマホ画面を見ながらやるゲームがどんどん進化している今でも『人生ゲーム』のようなボー

ドゲームが根強く親しまれている理由が何となく分かるような気がしました。 

ひとつのものをみんなで囲み、互いの表情を見ながらそこの空気感と時間を共有することの

良さを改めて感じたひと時でした。 

❀
🌺
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☆☆☆ 電話相談集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「ほっとテレフォン・ふじ」受信状況(11 月～１月) 
 
１ 総受信件数(令和４年 11 月から５年１月まで) 

受信件数（１５件）    業務日数（５８日） 
 
２ 曜日別受信状況 

 月 火 水 木 金 計 

件 数 ４ ２ ０ ５ ４ １５ 

日 数 １１ １３ １１ １１ １２ ５８ 

 
３ 時間帯別受信状況 

時間帯 ９ 時 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 時間外 計 

件 数 １ ２ ３ ２ ２ １ ３ １ ０ １５ 
 
４ 通話時間別受信状況 

時 間 10 分以内 10～20 分 20～30 分 30 分以上 計 

件 数 １１ ４ ０ ０ １５ 
 
５ 学校，その他・男女別受信状況 

 小学 中学 高校 他の
学生 有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 不明 

(無言) 

男 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 
９ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ２ ０ ５ 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ２ ０ １５ 
 
６ 学校，その他・内容別受信状況 

 小学 中学 高校 
他の 
学生 

有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 

Ａ学校生活 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ 
Ｂ対人関係 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｃ進路適性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｄ非社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ 

Ｅ心身発達 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

Ｆ反社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９ ９ 

Ｇそ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ２ ９ １５ 
 

７ メール相談（時間帯別受信状況） 

時
間
帯 

０
～
６
時 

６
～
８
時 

８
～

10
時 

10
～

12
時 

12
～

14
時 

14
～

16
時 

16
～

18
時 

18
～

20
時 

20
～

22
時 

22
～

24
時 

合

計 

件数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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☆☆☆☆ 補導状況集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

令和４年度 青少年指導委員による補導状況（11 月～１月） 

学識別 

 

行為・区分 

学生・生徒 
有

職

少

年 
無

職

少

年 
合

計 

小

学

生

中

学

生

高

校

生

そ

の

他

の

学

生

小

計

行 
 

為 
 

種 
 

別 

飲 酒 
       

喫 煙 
       

深 夜 徘 徊 
       

不 良 交 友 
       

怠 学 ・ 怠 業 
       

シ ン ナ ー 等 薬 物 乱 用 
       

不
健
全
娯
楽 

ゲームセンター入場 
       

パ チ ン コ 店 入 場 
       

その他風俗営業入場 
       

暴 走 行 為 
       

自転車二人乗り・無灯火 
     １ １ 

危 険 な 遊 び 
３    ３  ３ 

そ

の

他 

帰 宅 
  １３ ２ １５  １５ 

(６) (６) (６)

マ ナ ー 
       

そ の 他 
  ２  ２  ２ 

(１) (１) (１)

合  計 
３  １５ ２ ２０ １ ２１ 

(７) (７) (７)

措置区分 

声掛け（注意・指導） 
３  １５ ２ ２０ １ ２１ 

(７) (７) (７)

家庭･学校･職員等連絡 
       

警察・派出所等連絡 
       

他機関への連絡・通告 
       

※各欄下段の( )内は女子で内数   
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街頭補導日誌（要約） 令和５年 11 月～４年１月 

元 吉 原 班 11月11日(金) 
東田子の浦駅周辺と駐輪場を見回り、蛍光灯が切れていたので、

市役所道路維持課に報告した。その後、吉原駅北側駐車場→南口駐

輪場→鈴川港公園→鈴川海浜スポーツ公園と巡回して終了。 

浮 島 班 12月8日(木) 
浮島まちづくりセンターに集合。情報交換後、緑地公園を巡回し

た。特に異常はなかった。新型コロナウイルス感染者の増加が気に

なるところ。 

須 津 班 11月24日(木) 
須津まちセンから中里八幡宮、コンビニ３店舗、ポテト中里店、稲荷

神社、3 つの公園、須津駅等を巡回した補導対象者には会わなかったが

歩くのに危険な箇所等を発見した。 

吉永第一班 12月16日(金) 
小中学校の先生方と情報交換、小学生のﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末習熟速度が先

生より早く、ｾｷｭﾘﾃｨ突破の試みをする子がいる。また中学生は履歴

に証拠が残らない操作をできる子もいるとのこと。 

吉 永 北 班 １月10日(火) 
吉永北まちづくりセンターに集合し、ロビーにて意見交換後、鵜

無ヶ淵公園を中心に巡回。問題行動は発見されなかった。 

原 田 班 11月30日(水) 
原田まちセンで情報交換を行い、青色回転灯を付けて主要幹線をメ

インに地区内を巡回した。原田公園内に駐車場している車があったが

園内には人影なし。巡回後、強調月間の横断幕を外して解散した。 

富士見台班 12月16日(金) 
コロナのため県下一斉補導は中止したが、通常補導を実施。富士

見台小・吉原北中と情報交換したが、学校では問題なく過ごしてい

るとのことだった。その後のパトロールも問題なし。 

神 戸 班 11月18日(金) 
神戸小学校の通学路を徒歩でパトロール。さんどまき公園、今宮

公園、ごうど公園等、頻繁に巡回するが今日も含め、補導対象者を

見掛けることがない。 

青 葉 台 班 11月10日(木) 
まちセンで情報交換後、新東名トンネル、公園、広場、コンビニを

巡回、ふれあい広場はゴミが片付いてきれいになっていた。そのほか

も特に問題ない。小中学校との情報交換は次回に変更となった。 

今 泉 班 12月16日(金) 
県内一斉舗装を実施し青パトで巡回した。まちセン中心に北はﾏｯｸｽ

ﾊﾞﾘｭｰ今泉店、西は吉原公園、東は宇東川交番、南は依田橋町、国道１

号ﾊﾞｲﾊﾟｽ高架下まで地区全体を巡視したが問題なし。 

吉 原 班 12月16日(金) 
県内一斉補導ということで５つのコースに分かれて巡回した。吉原公園

で高校生に早い帰宅を促し、吉原一中前の道路で無灯火自転車の一般人を

見掛けた。それ以外は問題がなかった。 

伝 法 班 11月24日(木) 
伝法まちづくりセンターに集合し、伝法小学校、吉原一中周

辺を巡回したが、人通りが大変少なく特に問題なし。 

広 見 班 11月17日(木) 
広見まちセンに集合、広見小教頭先生と情報交換。コロナ感染者が増え

てきている中で修学旅行が無事に終わってホッとしているとのことだっ

た。その後、広見商店街を巡回したが人影が少なかった。 

大 淵 班 １月30日(月) 
毘沙門天大祭の祭典補導。まちセンよりメイン通りを進み、日本製紙玄

関前踏切までと境内及び堤防を巡回。問題行動なし。以前の祭りより画一

的で風情がなく面白味が感じられなかった。 

丘 班 12月16日(金) 
県内一斉補導に岳陽中の先生が参加し、情報交換しながら巡回。

問題行動は無かった。 

鷹 岡 班 11月10日(木) 
鷹岡まちづくりセンターでミーティング後、富士西公園、水道山

公園、ＳＬ入山瀬公園を巡回した。特に異常はなかった。 

天 間 班 12月16日(金) 
県内一斉補導。まちづくり協議会長、天間小・鷹岡中教頭先生か

らご挨拶や近況報告をいただき巡回スタート。情報交換をしながら

のパトロールも特に異常なし。 

岩 松 班 11月24日(木) 
情報交換の中で岩松地区２町内が子供会から抜けるため、ドッチ

ボール大会が親善試合形式になるという話と岩松中でガラスが割ら

れる事案の報告があった。パトロールは問題なし。 
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岩 松 北 班 12月16日(金) 
県内一斉補導。３グループに分かれて徒歩で補導巡回を行う。学校、公園、

コンビニ周辺を重点的に巡回したが特に問題行動は見られなかった。市営滝

戸団地内で落書きを発見したがかなり前からあるとのことだった。 

富士第一班 11月24日(木) 
まちづくりセンターに集合し情報交換。富士商店街から富士駅周辺を

巡回する。以前より人通りは増えたが、店舗への来店客の姿は残念なが

ら多くはない。若者の姿は見られず問題なかった。 

富 士 北 班 12月８日(木) 
まちセンに集合し、富士第一班と合同で実施。中央小、米之宮神社、

遊歩道等各周辺を巡回した。補導対象者と会うこともなく異常なし。 

富士駅南班 12月16日(金) 
県内一斉補導。まちづくり協議会長のあいさつの後、小中学校と情報

交換を行い、補導活動の注意事項説明。２班に分かれて巡回。高校生ｶｯ

ﾌﾟﾙに声掛け、帰宅を促した。 

富 士 南 班 １月28日(土) 
毘沙門天大祭の祭典補導、３年ぶりに元吉原まちづくりセンターか

ら、境内・出店を中心に巡回した。往年のような賑わいはないが少し

ずつでも賑わいを取り戻していってもらいたい。 

田 子 浦 班 11月10日(木) 
まちセンに集合し情報交換、青少年の問題行動の報告なし。青少年を

取り巻く社会環境の実態調査対象箇所を再確認しながらパトロールし

た。補導対象者に会うことはなかった。 

松 野 班 11月11日(金) 
子供若者育成支援強調月間のため、まちづくり協議会役員とチラ

シをまちセン来館者に配布してから巡回。無灯火自転車の青年を指

導。音楽を聴きながらの危険すぎる運転をしっかり注意した。 

女性第一班 １月28日(土) 
毘沙門天大祭の祭典補導。初日の午後、小春日和でお祭りを楽しんでい

る人たちで混雑してきた。路地で石を投げて遊んでいた小学生を注意。波

打ち際で何組か歩いていたので波が高く危険だと思った。 

女性第二班 11月12日(土) 
イオン富士南店と駐車場を巡回。２Ｆｹﾞｰﾑｺｰﾅｰで家族連れが多いのに

は驚いた、その中でもｺｲﾝｹﾞｰﾑは多くの年配の方が楽しんでいた。駐車

場の方も問題行動は見受けられなかった。 

女性第三班 11月26日(土) 
ホビヨン、青葉公園、米の宮公園をパトロール。ホビヨン駐車場は満

車状態、青葉公園は人影がなく、米の宮公園は親子連れや子供たちが多

く遊んでいて賑わっていた。安心して活動できる日が続いてほしい。 

学 校 

サ ポ ー ト 
期 間 中 

学校と連携し、中学校の校内巡回や学校周辺の見守りを行う。また、

生徒に対する対応や情報交換等の学校サポート活動を行った。 

 
 

３月～５月の行事予定 
※感染症拡大や気象(荒天)、災害の状況等により、 

変更（中止や延期等）となることがあります。 

 ６(月) 補導措置会議  ３(月) 補導措置会議・部会  ２(火) 臨床心理士来所相談 

 ７(火) 臨床心理士来所相談  ４(火) 臨床心理士来所相談  ８(月) 補導措置会議 

 ９(木) 体験学習（お別れ遠足）  ６(木) 青少年指導委員会総会 準備会  ９(火) 不登校対策連絡会 

３ 10(金) 体験学習（お別れ遠足）予備日 ４ ８(土) 家族会 ５ 12(金) 大型店舗特別補導 

 11(土) 家族会   フォローアップミーティング  13(土) 家族会 

  フォローアップミーティング  11(火) ステップスクール・ふじ 開始   フォローアップミーティング 

 14(火) 不登校対策連絡会   臨床心理士来所相談  16(火) 臨床心理士来所相談 

 16(木) ステップスクール・ふじ 終了  18(火) 臨床心理士来所相談  19(金) 青少年対策連絡会 

 17(金) 臨床心理士来所相談  21(金) 青少年対策連絡会  26(金) 保護者教室 

  青少年対策連絡会  24(月) 富士市青少年指導委員会総会    

月   月   月   

         

         

         
 



- 8 - 
 

～青少年相談センターはこんな仕事をしています～ 
 

１ 相談事業 

面接相談  

○ 学校生活や進路に関すること 

○ 不登校に関すること 

○ いじめや友人関係に関すること 

○ 養育や生活態度・性格に関すること 

○ 非行や性の悩みに関すること 

○ その他青少年に関すること 

【受付時間】９：００～１６：３０ 

       （土日祝・年末年始を除く） 

  事前に相談センターに申し込んでください。 

 

電話相談 

学校生活や友人関係、進路、非行や不登校等、 

青少年に関する電話相談やメール相談 

  「ほっとテレフォン・ふじ」 

９：３０～１６：３０（土日祝・年末年始を除く） 

電話 0545(51)3741 またはメールで 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 

 

 

ほっとデジタル相談・ふじ（令和５年２月１日開始） 

小中学校の全児童生徒に配付しているタブレ

ットを利用した相談ツールで時間と場所を気

にせず、困りごとなどを相談できます。 

 

「ステップスクール・ふじ」 

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人一

人に応じた支援を進める中で、児童生徒が自ら

の進路を主体的に捉えて、社会的に自立してい

くことを目指します。 

【利用時間】８：００～１８：００ 

○ 自律性と社会性を育てるために 

・創作活動  ・自主学習 など 

○ 人間性を育てるために 

・ゲーム ・スポーツ ・調理実習 など 

 

臨床心理士来所相談      

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発

達についての悩みを相談することができます。  

予約制ですので、日程及び申し込みについて

は、青少年相談センターまでお問合せください。 

 

保護者教室 

お子さんが学校に行くことができずにいる保

護者さんが集まって、悩みや不安を共有したり、

情報交換をしたりする会です。不登校の家族の

会の方の経験談も聞くことができます。 

日程につきましては、青少年相談センターま

でお問合せください。 

 

２ 青少年非行防止事業 

○ 青少年指導委員会 

○ 青少年健全育成活動 

○ 環境浄化活動 

 

３ 子ども・若者育成支援事業 

富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」 

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱え

る若者とそのご家族の支援を行っています。 

【受付時間】９：００～１７：００（火～土曜日） 

(祝日・年末年始を除く) 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(55)0562 

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp 

 

富士市青少年相談センター 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(52)4152 

FAX  0545(52)3737 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 
 

●富士警察署北側 

●岳南電車ジヤトコ前駅より徒歩２分 

mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp
mailto:f-wakamono@chive.ocn.ne.jp
mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

